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市議会行政視察

海外に学ぶ
　※スマートシティへの取組みや技能実習生及び留
学生の日本への派遣状況等について調査を行うた
め、ベトナムに駐在する政府関係機関、日本企業、
及び現地企業等への視察を行いました。

　『令和４年度海外都市行政視察報告』
　参加者　玉川雅彦　中川　修　岩崎和仁
　日　程　令和４年10月24日～10月28日
　視察先　ベトナム

積
む
こ
と
で
、
ス
ム
ー
ズ
に
高
齢
者

等
へ
の
対
応
が
可
能
と
な
る
の
で
は

な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

■
在
ベ
ト
ナ
ム
日
本
国
大
使
館

視 

察
事
項
：
ベ
ト
ナ
ム
を
中
心
と

し
た
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域
で
の
ス
ー

パ
ー
シ
テ
ィ
の
取
組
み
に
つ
い
て

　

在
ベ
ト
ナ
ム
日
本
国
大
使
館
で
は
、

2018
年
に
設
立
さ
れ
た
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
Ａ
Ｓ
Ｃ
Ｎ
）」
に
つ
い
て
、
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

　

Ａ
Ｓ
Ｃ
Ｎ
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟

各
国
の
そ
れ
ぞ
れ
3
都
市
程
度
が
ス

220
名
が
在
籍
し
て
お
り
、
学
生
た
ち

は
日
本
語
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
を
高
め
、
ま
た
、
各
分
野
で

実
際
に
使
用
さ
れ
る
日
本
語
を
習
得

す
る
こ
と
で
、
業
務
に
即
し
た
表
現

を
身
に
付
け
る
な
ど
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

実
際
に
、
出
国
前
の
ク
ラ
ス
の
学

生
た
ち
と
話
を
す
る
と
、
聴
き
取
り

や
す
い
日
本
語
で
交
流
を
す
る
こ
と

が
で
き
、
来
日
後
も
、
少
し
経
験
を

■
Ｊ
Ｉ
Ｓ
人
材
開
発
株
式
会
社

視 

察
事
項
：
介
護
分
野
の
技
能
実

習
生
の
育
成
状
況
に
つ
い
て

　

Ｊ
Ｉ
Ｓ
は
、
教
育
セ
ン
タ
ー
を
ハ

ノ
イ
公
衆
衛
生
大
学
内
に
置
き
、
大

学
と
連
携
し
た
人
材
育
成
を
し
て
い

ま
す
。
千
葉
県
や
鳥
取
市
と
も
協
定

を
締
結
し
、
介
護
分
野
等
で
の
人
材

派
遣
に
協
力
を
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
語
ス
ク
ー
ル
は
、
現
在
、
約

マ
ー
ト
シ
テ
ィ
開
発
の
た
め
に
協
力

す
る
※
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
な
り
、

先
端
技
術
や
デ
ジ
タ
ル
技
術
な
ど
の

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活
用
し
て
、
市
民

生
活
の
改
善
を
目
指
す
組
織
で
す
。

　

ベ
ト
ナ
ム
で
は
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
・

ダ
ナ
ン
・
ハ
ノ
イ
の
3
都
市
が
実
証

都
市
と
し
て
選
定
さ
れ
て
お
り
、
ハ

ノ
イ
で
は
信
号
集
中
監
視
、
高
度
道

路
シ
ス
テ
ム
、
都
市
管
理
シ
ス
テ
ム
、

ス
マ
ー
ト
観
光
基
盤
が
課
題
と
し
て

抽
出
さ
れ
、
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

ベ
ト
ナ
ム
は
、
デ
ジ
タ
ル
を
使
っ

た
社
会
づ
く
り
の
開
発
の
余
地
が
日

本
よ
り
多
く
、
開
発
が
進
ん
で
い
ま

す
。
今
後
も
、
ベ
ト
ナ
ム
の
事
例
が

本
市
の
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
構
想
推
進

の
参
考
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

※スマートシティ　　  最先端技術の活用により、都市や地域の機能やサービスを効率化・高度化し、生活の利便性や快適性を向上さ
せるとともに、人々が安心・安全に暮らせるまち。

　プラットフォーム　　複数の組織で提携し、事業を実施するための場のこと。

JIS人材開発株式会社－実習先の公衆衛生大学にて

在ベトナム日本国大使館
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し
た
。

　

し
か
し
、
数
年
前
に
民
間
交
流
団

体
が
大
学
内
で
酒
ま
つ
り
を
実
施
し

た
と
こ
ろ
、
他
の
大
学
が
興
味
を
持

ち
、
自
分
の
大
学
で
も
実
施
し
た
い

と
の
申
し
出
が
あ
り
、
ま
た
、
介
護

人
材
の
送
り
出
し
機
関
か
ら
広
島
県
、

東
広
島
市
と
連
携
を
図
り
た
い
と
の

話
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
東
広
島
市
へ

も
強
い
関
心
が
あ
る
こ
と
を
感
じ
て

お
り
、
交
流
を
通
じ
て
連
携
を
図
る

こ
と
が
お
互
い
の
メ
リ
ッ
ト
と
な
る

と
考
え
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

今
後
も
、
広
島
大
学
ベ
ト
ナ
ム
セ
ン

タ
ー
と
連
携
し
、
積
極
的
に
交
流
を

図
る
こ
と
で
、
本
市
を
身
近
に
感
じ

て
も
ら
う
取
組
み
を
進
め
る
べ
き
と

考
え
ま
す
。

ず
現
在
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の

施
策
に
取
り
組
み
、
新
た
な
課
題
に

直
面
す
る
た
び
に
、
街
を
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
し
て
解
決
に
取
り
組
む
と
い

う
考
え
方
が
必
要
で
あ
る
と
感
じ
ま

し
た
。

■
広
島
大
学
ベ
ト
ナ
ム
セ
ン
タ
ー

視 

察
事
項
：
本
市
へ
の
留
学
生
に

つ
い
て

　

2010
年
11
月
、
広
島
大
学
は
ベ
ト
ナ

ム
国
家
大
学
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
校
傘
下

の
人
文
社
会
科
学
大
学
内
に
「
広
島

大
学
ベ
ト
ナ
ム
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置

し
、
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
の
留
学
生
の
受

入
れ
、
日
本
と
ベ
ト
ナ
ム
の
学
術
交

流
、
文
化
交
流
活
動
の
支
援
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

東
広
島
市
へ
の
留
学
の
希
望
に
つ

い
て
伺
う
と
、
日
本
へ
の
留
学
希
望

は
一
定
数
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
が
、

ベ
ト
ナ
ム
で
は
、
国
費
に
よ
る
留
学

は
、
制
度
上
地
域
を
限
定
し
て
選
定

す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
留
学
生
の
側

が
東
広
島
市
を
留
学
先
と
し
て
指
定

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
の
こ
と
で

■
ベ
ト
ナ
ム
住
友
商
事
会
社

視 

察
事
項
：
北
ハ
ノ
イ
で
行
わ
れ

る
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
開
発
事
業

に
つ
い
て

　

住
友
商
事
株
式
会
社
は
、
ハ
ノ
イ

市
北
部
の
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
開
発
に

向
け
た
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
（
共
同
事

業
体
）
を
組
織
し
、
ベ
ト
ナ
ム
の
社

会
問
題
を
解
決
す
る
ま
ち
づ
く
り
と

50
年
に
わ
た
っ
て
持
続
的
に
成
長
す

る
街
の
開
発
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

開
発
地
で
は
、
Ｉ
Ｔ
産
業
パ
ー
ク
、

※
マ
ル
チ
モ
ー
ダ
ル
交
通
セ
ン
タ
ー
、

ハ
イ
テ
ク
複
合
医
療
施
設
等
、
様
々

な
大
規
模
開
発
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、

中
心
市
街
地
か
ら
の
鉄
道
延
伸
も
予

定
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

住
友
商
事
株
式
会
社
で
は
、
ス

マ
ー
ト
シ
テ
ィ
を
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
シ

テ
ィ
と
言
い
換
え
、
常
に
街
を
ア
ッ

プ
デ
ー
ト
し
て
い
く
と
い
う
考
え
方

を
し
て
お
り
、
そ
の
方
針
に
共
感
し

ま
し
た
。

　

本
市
が
取
組
み
を
進
め
る
ス
マ
ー

ト
シ
テ
ィ
構
想
に
も
、
ゴ
ー
ル
は
ス

マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
完
成
で
な
く
、
ま

■
全
体
を
通
じ
て
の
所
感

　

本
市
の
※
Ｔ
ｏ
ｗ
ｎ
＆
Ｇ
ｏ
ｗ
ｎ

構
想
と
ハ
ノ
イ
市
北
部
の
ス
マ
ー
ト

シ
テ
ィ
開
発
に
つ
い
て
、
今
後
、
そ

れ
ぞ
れ
の
計
画
に
対
す
る
市
民
意
識

な
ど
を
比
較
・
検
討
す
る
こ
と
で
、

本
市
の
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
構
想
が
よ

り
良
い
も
の
に
な
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
介
護
分
野
に
お
け
る
人
材

の
確
保
策
は
早
急
に
検
討
が
必
要
な

課
題
で
あ
り
、
例
え
ば
、
介
護
人
材

を
本
市
で
育
成
す
る
こ
と
が
、
人
材

不
足
解
消
の
一
助
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ま
す
。
そ
の
た
め
の
社

会
環
境
の
整
備
に
向
け
て
、
施
設
関

係
者
と
意
見
交
換
を
行
い
な
が
ら
、

効
果
的
な
政
策
提
案
が
で
き
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
と
感
じ
ま
し

た
。

　

広
島
大
学
ベ
ト
ナ
ム
セ
ン
タ
ー
で

の
意
見
交
換
か
ら
、
ベ
ト
ナ
ム
の
方

に
も
東
広
島
市
に
関
心
を
持
っ
て
い

た
だ
い
て
い
る
こ
と
が
解
り
ま
し
た
。

今
後
継
続
的
に
行
う
こ
と
が
で
き
る

交
流
活
動
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、

そ
う
し
た
活
動
を
支
援
し
て
い
く
べ

き
で
あ
る
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

※マルチモーダル　　複合語の形で用いられる場合が多く、複数の、複数の形式の、複数の手段による、などの意を表す。
　Town＆Gown　　５ページをご参照ください。

広島大学ベトナムセンター
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